
3月23目、 |市少年硬式野穆 連盟ち崎‘軟式野球

スポーツ少年団の予ともdたち納 11'60.人ヵゼ初泳ぎ
を楽しみました。

砂時間午後2時~6時

※当日はブール利用のみとなり

ます。まだ、入場者多数の場合

は、~替で利用していただくこ

ともありますので、ご了承<芝

さい。

・体育課〈内線1753) 



室内プール
が完成

駅前南北通路

年
聞
を
通
し
て

海
の
気
分
を
満
喫

j
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回
i

市
制
七
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
上
塩
尻
に
建
設
中
の
「
ア

ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回
、
地
上
二
階
、

地
下
一
階
で
、
外
観
は
波
と
貝

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
扇
形
の
建
て

物
で
す
。
市
民
が
親
し
め
る
海

と
し
て
、
幅
広
く
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
人
た
ち
が
利
用
で
き
、

楽
し
み
な
が
ら
健
膝
増
進
が
図

れ
る
場
で
す
。
ま
た
、
ア
ク
ア

プ
ラ
ザ
の
隣
に
、
親
水
公
国
も

建
設
中
。

こ
こ
で
は
、
ア
ク
ア

プ
ラ
ザ
内
部
を
中
心
に
紹
介
し

ま
す
。

平 日 ! 日・祝日 |月2・3日
開館時間| 午前|日時的午後 9時まで | 午前1011寺村午後 5時まで

・休館日 第 2・4木曜日 (祝日の場合はその翌日 )、年末

年始(12月28日-1月1日)、機器点検などの休業日

・入館できない人 ①おむつを使用している人②医師から

運動などを禁じられている人③伝染病にかかっている人

④心臓疾患、高血圧症などで治療を受けていて、当日の

体調が良くない人、などは入館できません。

なお、①小学生以下は大人が同伴 (大人 1人につき小学

生以下2人まで)②中学生は 2人以上または大人同伴で

入館してください。

・使用料

-利用時間

使 用 料

イ吏 用 区 分 会 日 復 間(平日)
(開館から閉館まで) (午後68寺市、ら閉館まで)

一 般
図 券 900内 500円

偶人
回数券(11図券) 9，000円 5，000円

中学生 回 券 500円

----------
以 下 回数券(11回券) 5，000内

通 年 券 1人 l年間につき 30，000阿

団体 鍛 |人 1回につき 800円
(30人

中学生以下 l人|固につき 400向以上)

体力測定機使用料 1人 l固につき 400円

(2) 7 広報うえだ4.4.

や
プ
l
ル
サ
イ
ド
に
は
、
観
葉

植
物
や
花
な
ど
も
績
え
ら
れ
て

い
る
。

含アクアプラザ内部の様子。

手前が深さを調節できる25
メートルプール

t渓流下りプール。り11下り 」を体験

。

二
階
は
サ
ウ
ナ
室
や
薬
湯
な
ど



や
上
田
駅
南
口
か
ら
見
た
南
北

遼
絡
通
路
入
口

恥・、、.

~ぬ

全長90メートル
パールホワイトの外観

~上田駅前広場南北連絡通路~
合連絡橋の内部。幅は

6メートル

室内プール 「アクアプラザ上回」とともに、

市の大型事業の一つ「上田駅前広場南北連絡通

路」。 すでに3月25日に完成祝賀会を行い、おお

ぜいの皆さんに利用されています。この通路の

建設を 1つのステ ップに、 」二田駅周辺務{商事業

にもいっそう拍車がかかると思われます。ここ

では、通路の特徴を写真で追っていきます。

1'H皆にあるレストラン。
座席は約100席

-塑tJli.I
回目匝盟

t:il: 
~IIJ 

l'現在の信越線の上を、将来、

新幹線が通る予定

含清らかな自然、空と千曲川をイメージした模様

含通路には、上田械と市花のつつじを

やデザインしたタイル

' 長田三';Ji<'jI.f:
1 lJIU幽“・陛溢"‘ Y 

soz:.-..... c、、.， r司"可-
・・ 市@花

CF.叫
広報う是定4.4.1 

4
E
点
字
の
手
す
り
。

目
の
不
自
由
な
人

に
も
優
し
い
配
慮

A
H
 

[3] 



3月議会リポート

平
成

4
年
度
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
ノ
.

一
般
会
計
は

捌
億
円
に

三
月
定
例
市
議
会
が
、
三
月
三
日
か
ら
同
二
十
三
日
ま
で
二

十

一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
上
田
市
の
一
年
間
の
仕
事
を
方

向
づ
け
る
平
成
四
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は

二
百
八
十
九
億
一
千
五
百
八
十
九
万
円
。
前
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
、
二
十
三
億
七
千
九
百
七
十
七
万
円
(
九
許
)
の
増
で
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
な
ど
の
十
一
会
計
は
百
七
十
五
億
六
千
五
百

十
七
万
円
に
。
今
回
は
、
四
年
度

一
般
会
計
予
算
の
主
な
使
い

み
ち
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

県営上回リサーチパークと東塩田林間工業

団地とを結ぶ富士山運動公園線

真
田上
一回
族城
の商
人櫓下
形にら
をは
設
置新

た

じ〉ふれあいフィッ卜ネスパークの

親水公園整備に 4，420万円

[>rアクアプラサ上回」の管理運営

を上田市体育協会へ委託

l億5，616万円

じ〉歴史的地区環境整備街路事業の

推進 114万円

[>諏訪部坂下通り ・市民体育館横

通りを歴史の散歩道として整備

5，000方円

:園
:[>西部 ・常田地区などに旧町名表

:示板を設置 410万円

:[>市民から市政への提言を受ける

:ため、市の施設10か所に 「市長へ

;の手紙」を配置 20万円

:じ女性行動計画普及版を全戸配布

96方円

~ /ノJF請し

旧町名表示板は26自治会に設置を

その他

:[>外国人児童 ・生徒に日本語教育

:を実施(週 l回) 60万円

:[>四中校舎改築 ・備品整備に

5億6，101万円

:[>市立図書館冷房施設などの整備

3，147方円

:[>県営野球場予定地の関連事業に

320方円

内堀団地は5年度から建て替えを

育妻究~ 

[>市道の新設改良、富士山運動公

園線、 リサーチパーク関連道路整

備に 6億5，008万円

園
[>内堀団地の建て替えに038戸)

5，919万円

[>総合的な市営住宅建て替えのた

めのマスタ ープランを策定

1，000方円

道路など

宅住

国

(4] 広報うえだ4.4.1



• 

全
校
条
例
"の
制
定
・
改
正

・
上
田
市
安
遇
災
害
共
済
条
例
の

一

部
改
正

会
費
及
び
共
済
見
舞
金
の
引
き
上

げ
に
か
か
わ
る
規
定
の
改
正
で
す
。

・
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
政
正

国
保
制
度
の
改
善
や
国
保
税
収
納

率
の
向
上
な
ど
、
統
率
の
引
き
下
げ

を
行
う
た
め
に
関
係
規
定
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。
(
関
連
記
事
十
ペ
ー
ジ
)

・
上
田
市
共
同
福
祉
施
設
条
例
の
制

定勤
労
者
の
福
祉
の
増
進
を
悶
る
た

め
、
東
梅
田
林
間
工
業
団
地
内
に
共

同
制
祉
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴

っ
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

-
上
田
市
塩
田
の
館
条
例
の
制
定

-
・
三
月
定
例
市
議
会
で
、
収
入

本』

役
に
赤
沼
袈
裟
重
さ
ん
が
市
議

事

会
の
同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま

が

し

た
。
任
期
は
四
月
一
日
か
ら

ん

四
年
間
で
す
。

え
』
略
歴
:
・
県
立
丸
子
実
業
吉
岡
絞
窓
・

刀口

業
、
上
田
市
総
務
部
長
、
同
水

赤

道
事
業
笛
量
者
、
同
収
入
役

ル
又

4
1
 

入w
vA
 

d
U
1
 

ん

南
さ

台
童

ず

畠

裟

す
袈

み
沼

歳

赤

6

観
光
事
業
や
地
場
産
業
蝦
興
の
た

め
、
塩
田
の
館
を
設
置
す
る
こ
と
に

伴
っ
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

-
上
田
市
立
小
・
中
学
校
図
書
館
整

備
基
金
条
例
の
制
定

久
保
角
太
郎
さ
ん
(
川
辺
町
)
か

ら
の
ご
寄
付
を
、
小

・・
中
学
校
図
書

館
整
備
悲
金
と
し
て
積
み
立
て
る
た

め
に
制
定
し
ま
す
。

-
上
田
市
室
内
プ

l
ル
条
例
の
制
定

市
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

健
康
の
増
進
な
ど
を
図
る
た
め
の
室

内
プ

i
ル
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
っ

て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

今
ま
で
、
問
定
資
産
の
評
価
や
価

格
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
兼

務
し
て
い
ま
し
た
が
、
評
価
と
価
格

の
決
定
は
別
の
人
に
し
た
万
が
よ
い

と
い
う
こ
と
で
今
回
、
市
議
会
の
同

立
を
符
て
、
佐
藤
次
雄
助
役
が
回
定

資
産
一
抑
制
民
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
3
年
度
最
終
予
算

一
般
会
計
の
補
正
絹
は
、
一
億
二

千
七
行
じ
ト
八
万
円
の
増
傾
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
リ
、
三
年
度
の
総
制
は
、

三
行
十
二
億
一

下
八
.h
三十一一一
が
円

と
な
リ
ま
し
た
。
前
年
同
期
に
比
べ
、

三
十
位
六
下
四
百
四
十
万
七
千
問
、

九

・
八

γ
の
伸
び
に
。

一一新規事業・充実した事業を

中山に紹介します一一
、砂F 一般会計当初予算の主恕使Vみち

. 

:整備などに 9，042方円

:[>堀越議、桝網用水の改良

1，268万円

コれ
ギ る 四
キ花月
ヨのか
ウ オ ら
をリオ
出ンラ
展ピン

ツダ
クで?
に開
ト催
Jレさ

E商工業

:[>東塩田林間工業団地第二期造成

;用地の取得 17億3，135万円

:[>中心商庖街の活性化 ・再開発基

;金の積み立て 5，578万円。、ら
:[>上田城南櫓に真田一族の人形を

:設置 480万円

: [> r塩田の館」横に公園を整備

7，500万円

生衛図祉福回

業工商直

[>人間ドック受診料補助金を増額

(一泊ドックを15.000円、日帰り

ドックを7.500円) 263方円

[>在宅寝たきり老人宅に訪問し、

歯科検診を実施 163万円

困
[>合併処理浄化槽の設置に(105基

予定) 8，400万円

[>資源ごみ分別回収実施自治会を

増加 (22自治会と長野大学に)

805万円

境環

[>花のオリンピック(フロリアー

ド92=4月からオランダで開催)

の出展に 100万円

b市民農園の整備に 20万円

[>豊里中央地区のほ場整備、農道

農林水産業

[>在宅重度身体障害者て家庭での :

入浴が困難な人に入浴サービス(月 ;

3田)を実施 2.619方円:

い重度心身障害者(児Jにタクシー ;

料金の一部を助成(年12回限度)

143万円 ;

[>竪急通報装置の設置(300台)に

3，456方円 :

[>川西 ・塩田各支所玄関を自動ド :

ア化などや、市民会館の手すり整 ;

備ほか 1.896万円 :

ム塩尻保育園の建設に

2億2.669万円 :

.... .:.. .Ji.ま主ー ~ 
.... ~~ミー『

、-{'-.~ ~ 

............_ 
長野大学でも資源ごみ分別回収を

' . 
広報うえだ4.4.1 [5] 



こ
の
ほ
ど
、
北
小
学
校
の
北

側
に
、
市
内
で
は
」
ハ
番
目
の
児

童
厚
生
施
設
「
大
星
児
童
セ
ン

タ
ー
」
(
中
央
北
三

l
一

四

二

・
宮
⑫

5
6
1
0
)
が
完
成

し
ま
し
た
。
鉄
骨
造
り
平
屋
建

て
で
、
床
出
Mmは
三
百
四
十
八

手
い
り
灯
、
総
E
刊
は
八
千
阿
百

五
付
旧
日
。

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
チ
ど
も

重

た
ち
が
遊
び
を
過
し
て
健
全
な

蹴

育
成
と
体
力
づ
く
り
を
す
る
と

の

こ
ろ
で
す
。
同
セ
ン
タ
ー
内
に

4

は
遊
戯
室
、
図
書
室
な
ど
の
は

が

か
、
一
輪
車
や
卜
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

い

点
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
=
こ
一

広

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ぷ

遊
び
道
具
が

い
っ
ぱ
い
/

ー
北
小
隣
に
、
大
星
児
童

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
ブ
ン
j

川
川
が
幣

っ
て
い
ま
す

ま
た
、
季
節
の
行
事
や
映
両

会
な
ど
、
楽
し
い
催
し
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

お
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
利
用
で
き
る
人

市
内
に
住

む
十
八
政
未
満
の
人
(
た
だ
し

小
学
校
入
午
前
の
人
は
保
護
者

大星児童センターの正面。右側が遊戯室

スピーディーな業務

サービスの向上に
~除籍管理業務を

コンビュータ化~

同
作
で

)

・
開
館
時
間

午

後

一
時
か
ら

同
六
時
ま
で
(
十
一
月
i
二
月

は
午
後
五
時
ま
で
)

-
休
館
日

日
曜
日
、
祝
臼
、

年
末
年
始

-
問
い
合
わ
せ

児
童
保
育
課

(内
線
1
6
3
3
}

始動式で、スイッチを押す永野市長

3月7日のテープカット

市
民
品
て
の
ρ
絡
の
帥
脚
本

・

抄
上
干
の
発
行
に
関
わ
る
も
の
に

。除
籍
簿
が
あ
り
ま
す
市
で
は
、

こ
の
除
籍
簿
の
原
本
を
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
化
す
る
と
同
時
に
、

除
籍
に
関
す
る
業
務
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
し
ま
し
た

こ
の
除
籍
管
埋
シ
ス
テ
ム
は
、

三
川
じ
日
に
始
動
式
を
行
い
、

す
で
に
作
動
し
て
い
ま
す
が
、

思
い
つ
き
玖
、
シ
ャ
ン
プ

[6] 広報うえだ4.4.1 

〈
硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会
の
参
加
者
募
集
〉

マ
期
間
五
月
十

一
日
i
十
月
末
の
月
曜

日

{ナ
イ
タ
ー
)

マ
定

員

男

女

六
ト
人

マ
受
講
料
八
千
円

マ
申

し

込

み

四

月
十
五
日
制
か
・
均
二
十
四
日
悩
ま
で
に
同
ホ

ー
ム
(
包
⑫

7
1
1
7
}

へ

法改正による

「サービスマークJ登録制度

r無料相談」を開段

4月1B附より商際法の改正て

lil)日より 9月30日までで、すべて

I.i)臼出願扱いが認められる在録制

度が始まります。これによリ附際

怖と同様独占使用権が(~~泌される

ことになりました 。 ~\~ìtにどうぞ。

1>とき 4月12日(11)午後1時{以

後5-10月の第 2B B伝H)いとこ

ろ 中央公民館1>主催民~J-~.~

発明研究会 (fi'@3053・*必)



県
下
で
は
初
め
て
導
入
さ
れ
る

も
の
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
最

新
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
明
治
二

十
年
か
ら
の
約
七
万
三
千
戸
、

十
四
万
五
千
枚
の
除
籍
簿
を
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
、
光
フ

ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
に
登
録
。
謄

本

・
抄
本
め
交
付
・
申
請
の
あ
っ

た
除
籍
を
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
な
お
、

市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

和風な造りの休憩室

た
め
の
対
応
も
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
除
籍
簿
・:一

つ
の
戸
籍
の
中

で
は
、
結
婚
や
死
亡
に
よ
っ
て

本
人
の
籍
が
除
か
れ
ま
す
が
、

戸
籍
の
筆
頭
者
を
は
じ
め
、
そ

の
戸
籍
内
の
全
員
を
除
か
れ
て

し
ま
っ
た
も
の
を
除
籍
と
い
い
、

戸
籍
と
は
別
に
、
除
籍
簿
と
し

て
保
存
す
る
よ
う
に
戸
籍
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
い
か
が
:
・

女
性
(
十
八
歳
以
上
}
対
象
/

四
月
十
八
日
出

・
十
九
日
仰
の

二
日
問
。
定
員
二
十
人
で
テ
キ

ス
ト
代
五
百
円
が
必
要
酌
四
月

十
三
日
間
よ
り
受
け
付
け

一
般
男
子
(
初
級
)
対
象
/
四

月
二
十
五
日

ω・
二
十
六
日
川

の
二
日
問
。
十
八
線
以
上
で
定

只
二
十
人
a

参
加
賀
五
一
引
阿
e

四
月
二
十
日
開
よ
り
受
け
付
け
。

上
回
創
造
館
公
③
守
q
A'
4

⑫ 

下
塩
尻

の
巻

古
く
は
蛍
の
名
所
で
有
名

千曲川左岸から見た下塩尻と岩鼻

下
塩
尻
は
埴
科
郡
坂
城
町
に
接
し
て
い
ま
す

が
、
江
戸
時
代
も
上
回
領
と
松
代
領
と
の
境
の

村
で
交
通
の
要
所
で
し
た
。
当
時
は
上
回
領
か

ら
他
領
へ
の
出
口
に
番
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り

下
塩
尻
に
も
番
所
が
あ
り
ま
し
た
。

番
所
で
は
足
軽
が
番
人
を
命
じ
ら
れ
、
通
行

人
や
荷
物
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
の
で
す

が
、
女
性
、
楳
馬
、
穀
物
な
ど
は
手
形
が
な
く

て
も
自
由
に
通
行
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

国
道
一
八
号
を
行
き
ま
す
と
、
岩
・
叫
が
額
い

か
ぶ
さ
る
よ
う
に
突
き
出
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の

『信
濃
奇
勝
録
』
に
は
、
「
路
の
傍
に
崩
落

く
る
岩
石
数
々
有
、
又
岩
根
の
崩
て
今
に
も
落

ぬ
ぺ
き
さ
ま
な
る
を
、
あ
ふ
ぎ
見
れ
ば
心
消
て

恐
き
所
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
岩
品
付
近
は

「
風
の
吹
き
但

し
か
蛍
の
集
ま
る
事
他
に
勝
れ
た
り
」
と
、
記

さ
札
蛍
の
名
所
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
蛍
が
「
皆
こ
こ
に
舞
つ

ど
ひ
来
て
、
群
れ
を
な
し
つ
つ
右
に
左
に
舞
ち

が
い
」
千
曲
川
の
流
れ
に
そ
の
光
が
映
る
様
子

は
非
常
に
美
し
か
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
大
正
の
時
代
に
も
、
蛍
の
季
節
に

は
各
地
か
ら
お
お
ぜ
い
の
人
び
と
が
下
塩
尻
に

蛍
合
戦
を
見
に
来
ま
し
た
。
昭
和
三
年
に
は
上

聞
八
景
の
第
二
位
に

「岩
鼻
の
乱
蛍
」
が
市
民

な
ど
の
投
票
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

国
道
か
ら
少
し
入
っ
た
岩
n
仰
の
傍
ら
に
、
向

井
去
来
の
「
岩
山紳
や
愛
に
も
ひ
と
り
月
の
客
」

と
刻
ま
れ
た
小
さ
な
句
碑
が
見
ら
れ
ま
す
。
建

立
は
究
政
十
一
年
こ
七
九
九
)
で
す
。

下
塩
尻
は
千
曲
川
沿
岸
の
集
落
で
す
か
ら
、

昔
は
水
害
に
あ
う
こ
と
も
多
く
、
水
害
準
備
船

を
村
が
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
千
曲
川
は
肥
沃
な
大
地
を
作
り
沿
岸
の

地
域
で
は
良
質
の
米
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
が
生

産
さ
れ
、
養
蚕
も
盛
ん
で
蚕
種
、
真
綿
、
紬
な

ど
の
産
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

下
塩
尻
の
市
指
定
文
化
財
石
造
五
輪
塔
二
基

加
琳
M
糠
悩
郷
綿
織
撲
滅
灘
脳
機
離
郷
維
持
雌
撫
紛
内
ふ
都
競

は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
風
輪
と
空
輸
が
調
和
し
た
美
し
い
姿

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
五
輪
塔
は
平
安
時
代
の

中
ご
ろ
か
ら
供
養
塔
・墓
標
と
し
て
用
い
ら
れ
、

地
輪
は
四
角
、
水
輪
は
円
、
火
輸
は
三
角
、
風

輪
は
半
月
、
空
輪
は
宝
珠
形
を
し
て
い
ま
す
。

広報うえだ4.4.1 

い 巻 と
た」こ前
しがろ回訂
ま抜 ど ( 正
す けこ三お
。てろ 月わ
い⑫ーぴ
ま」日

しで号
た「)
。上 の

お 塩 「
わ尻上
ぴ の 閏

[ア)



「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

していだだくページです。決を参考に、 市役所

初書課〈干386大手1-11-16、内線1112)ま

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言(詳細は次ページ〉、上回再発

見 ・ここガ怒きくあな疋の怒きな昆景や場所〉、

フォトなつかしのよ田(昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わ疋しの夢 (21

世紀のよ田市を描い疋夢のある小 ・中学生の作

文〉、なかま〈サークル、グループの紹介J

。))

国
分
寺
の

「
日
輪
石
」

D 

イ

MYTOWN 
1|提|言|

ンウ

マ
タ

一・:
・
今
月
の
テ
l
マo

o
-
-

一
実
践
し
て
い
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル
|
|
こ
の
.パ
葉
口
体
、
一

一
そ
れ
ほ
ど
析
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
今
、
行
エ
ネ
ル
ギ
ー、

ご
み
問
題
に
一

一
向
け
て
の
効
恥
が
作

-H刷
か
ら
注
目
…

一
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
リ
サ
イ
ク
一

一
ル
の
実
践
例
を
紹
介
し
ま
す
。

上野好子三
(66歳・半過)

塩川いづみ三
(57歳・川辺町)

古
着
で
く
つ
下
力
、ハ
ー

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
何
を
し
た

ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五

卜
六
年
保
健
補
導
日
の
ブ
ロ
ッ
ク
民
の

O
B
て
五
卜
六
会
」
{
会
・
k
出
川
さ
ん
}

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
ね
た
き
リ
や
附

小
川
者
へ
の
お
快
品
、
そ
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
の
輸
を
広
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
山

府
な
ど
の
リ
フ
寸

l
ム
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

何
で
も
拾
て
る
と
い
う
-
」
と
が
で
き

さ
ん

お
夫何裕

話

辺

お

山

尼
寺
跡
発
掘
の
手
が
か
り

こ
の
行
は
江
戸
時
代
、
「
に
し
ど

う
」
と
い
う
埼
所
か
ら
発
見
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
問
分
寺
の
柱
が

戦
災
な
ど
で
焼
け
て
、
そ
の
跡
形
か

随
行
に
残

っ
た
も
の
と
聞
い
て
い
ま

す
ち
ょ
う
ど
太
防
の
輸
の
よ
う
な

の
で
、
「
臼
輸
行
」
と
呼
ん
だ
の
て
し

よ
う
‘

こ
れ
だ
け
く
っ
き
り
と
残
つ

な
い
惜
し
代
で
す
し
、
わ
た
し
た
ち
が
不

聞
と
な
っ
た
も
の
を
再
利
用
す
る
と
い

う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す

買
っ
て
作
る
士
い
う
こ
と
は
す
く
で
き

ま
す
c
J
u
-
r一々
が
か
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
ミ
ソ
な
ん
で
す
わ

例
え
ば
、
い
ら
な
く
な
っ
た
ブ
ラ
ウ

ス
、
ズ
ポ
ン
、
セ
ー
タ
ー
、
パ
ジ
ャ
マ
と

い
っ
た
占
杭
聞
こ
れ
ら
を
リ
ワ

+
l

ム
し
て
く
つ
下
カ
バ
ー
を
作
り
ま
す
。

こ
の
く
つ
ド
カ
バ
!
、
見
た
目
は
よ
く

な
い
で
す
か
、
下
地
は
主
人
の
作
業
持
、

・中
の
部
分
は
わ
た
し
の
チ
ヨ
F

キ
を
使

っ
て
作

ウ
た
ん
で
す
よ
(
上
野
さ
ん
)

ま
た
、
セ
ー
タ
ー
ら
人
形
に
変
身
こ
う

し
て
、
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

作

っ
て
い
く
こ
と
は
楽
し
い
で
す
ね
。 (61歳・国分)

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
石
の
素
材

汀

(
成
分
)
に
も
関
係
が
あ
る
か
も
し

[

れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
昭
和
に
入
っ
て
、

「
に
じ

ど
う
」
は
「
尼
寺
掌
」
で
は
な
い
か

と
考
、
え
ら
れ
、
そ
の
地
占
二
帯
が
調

査
さ
れ
、
尼
寺
跡
が
発
掘
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
国

分
守
尼
寺
跡
の
発
掘
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
此
市
な
有
と
い
え
る
で
し
ょ

う
明
治
十
年
に
は
有
ぶ
に
よ
っ
て
、

こ
の
有
の
れ
嵯
が
市
附
さ
れ
、
現
在

J
U
凶
分
寺
境
内
に
安
臥
さ
れ
て
い
ま

す

な

お

、

境

内
に
は
「
日
輪
石
」

以
外
の
礎
布
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い

ま
す

広報うえだ4.4.1 

シ
パ
ザ
ク
ラ
で
い
っ
ぱ
い
に

桜
井
恵
実
ち
ゃ
ん

(
北
小

5
年
)
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関三千代主

(75歳・緑が丘北)

生
ご
み
を
た
い
肥
に

上
田
市
に
移
り
住
ん
で
問
卜
年
に
な

り
ま
す
が
、
白
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
度

L
生
ご
み
を
山
し
た
こ
と
が
あ
リ

ま
せ
ん
京
続
き
に
少
し
ば
か
リ
の
来

闘
が
あ
る
の
て
、
生
こ
ん
は
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
の
中
へ
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
い
ま
す
。

夏
は
ウ
ジ
が
わ
く
の
で
熱
湯
を
尚
一
に
一

度
く
ら
い
掛
け
て
や
り
ま
す
。

コ
ン
ホ
ス
タ
ー
が
い

ヮ
は
い
に
な
る

と
、
切
り
返
し
を
し
て
雨
に
当
た
ら
な

い
よ
う
に
し
て
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
て
、

屯
石
を
し
て
半
年
く
ら
い
泣
き
ま
す
。

す
る
と
、
有
機
肥
料
に
な
り
ま
す
。

Mm

水・
の
恨
元
に
く
れ
た
り
、
針
菜
の
肥
料

に
し
ま
す

ま
た
、
木
片
や
木
の
枝
な
ど
は
燃
や

し
て
炭
と
灰
に
分
け
て
、
山
灰
は
冷
繭
障

の
h
大
気
肱
き
や
押
入
の
湿
気
取
り
に
用

い
ま
す
。
灰
は
野
菜
に
く
れ
れ
ば
、
緑

の
濃
い
野
菜
が
取
れ
ま
す
。

春
先
に
野
沢
菜
治
け
や
た
く
あ
ん
漬

け
の
柚
の
底
に
残
っ
た
物
は
、
カ
キ
の

・
不
の
桜
花
を
深
〈
掘

っ
て
入
れ
て
や
る

と
、
ム
均
年
大
き
な
災
を
つ
け
て
く
れ
ま

す
f

カ
キ
は
出
分
を
好
む
果
樹
な
の
で

一
行
ニ
応
と
い

ゥ
た
と
こ
ろ
で
す

-
次
回
(
五
月
一
日
号
)
は
「
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ

上
回

l
わ
た
し
の
利
用
法
」
で
す
。

い
よ
い
よ
凶
川
卜
二
日
川
、
円
余
内

ウ
ー
ル
「
ア

ク
ア
フ
ラ
サ
・・仁川
L

が
オ
|

7

ン
し
ま
す
-
年

間
を
泊
し
て
憎
の
気
分
か
尚
喫
て
き
、

，y
ど
も

か
ら
婦
人
、
お
年
寄
り
ま
で
気
粍
に
利
則
て
き

ま
す

山
氏
の
地
政
づ
く
り
、
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
大
い
に
朋
符
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ

な
た

の
利
用
法
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

〔
応
募
方
法
〕

投
稿
、
屯
ぷ
で
、
川
川
卜
八

H

ωま
て
仁
川
怜
書
課

{内
刷
M
I
l
l
2
)
へ
お
.
馴

い
し
ま
す
投
仙
の
坊
へ
け
は
作
所
、
氏
れ
、
屯

話
番
号
a
u
S
い
て
く
だ
さ
い
採
用
者
に
は

「特

製
タ
オ
ル

」
を
進
呈
し
ま
す
，

下郷の天神講祭り
(大正末期)

か
す
り
の
着
物

懐
か
し
い

上
原
宗
雄
さん

(
印
歳
・
下
郷
)

江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
と

い
い
え
ら
れ
る
ド
郷
の
.
ト
ヘ
仰
さ
ま
の
お
祭
リ
は
、

判
h
て
し
阿
川
の
ら
民
リ
の
と
き
に
行
わ
れ
て

い
ま
寸
大
正
末
ニ
ゆ
り
の

リ

μで
、
内
灯
胞
や

ほ
う
「
さ
幻
泌
を
川
町
た
「
ど
も
た
ち

の
か
寸

り
の
抗
物
か
と
て
も
印
税
的
で
す

、
こ
こ
は

殿
城
下
郷
よ
i
、
-
た
M
仰
さ
ま
の
お
代
小
リ
だ

1
」

と
か
け
山
を
山
山
し
な
が
ら
、

地

K
を
純
リ
少
〈

安
は
、
背
も
ん
1
2
U
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
，

上
EEU田

，邸 ぅ演
劇

依?い

道
路
の
は
じ
に
あ
る
植
木
、
ほ

こ
り
に
ま
み
れ
て
と
て
も
き
た
な

い
と
思
い
ま
す
。
何
も
花
が
さ
か

な
い
植
木
を
植
え
る
よ
り
、
シ
パ

ザ
ク
ラ
な
と
小
さ
く
て
き
れ
い
な

花
を
植
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

市
役
所
の
前
は
ピ
ン
ク
、
古
舟
橋

の
と
こ
ろ
は
白
な
ど
と
色
を
か
え

て
さ
か
せ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

上
田
を
シ
パ
ザ
ク
ラ
で
い
っ
ぱ
い

に
し
た
ら
と
て
も
き
れ
い
だ
な
ア

のij1;.水i(l:人さん (48，迩)は 「一人

ひと りのエネルギーの状態にあわ

せて作品を選ぷようにしている」

とか。特に標ぽうするものはなく 、

r ~'t.ひじ桜らす、汗j凪にやれればJ

= L 0 問い合わせはir'1*さん (宮

⑫2577 )まで。

収イ1: 、 21 向カ ・ ら48 1~'if.まで の会H

12人が、それぞれの刊ちIq;.を*か

したW(Hを(ilf冗し ています。糾!~咋

!瓜試はまさに1'1111 メンバ一一 人

ひとりItllJf;がおりません 会の名、

ちょ っと変わっていますが、 「↑11・
熱にとリつ <J とい う.むl派 代表

広報うえだ4.4.1 (9] 
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-国保年金課(内線1362・1363・1367)

一世帯平均4，59(1円の減額に/
=国保制度発足して初めて=

国民健康保険税の税率が平成 4年

度分から引き下げになります。ニれ

は上田市の国保制度始まって以来の

ニとです。理由は、 ①医療費の伸び

率がニニ 2、3年安定してきたニと、

②好景気により税収が伸びたこと、

③退職者医療制度の新設、老人医療

にかかわる国保財政負担の軽減化な

ど、国の国保制度が10年来いろいろ

改善されてきたこと、などによりま

す。上田市の税率は次のようになり

ます。

所得割 7.4%一一ーリ.2%

資産割 40%一一一→ 37%

均等割 1人につき 10，500円

(据え置き)

平等割 1世帯につき 11，000円

(据え置き)

適
度
な
運
動
も
取
り
入
れ
健
康
な
生
活
を

vfp 

， ‘ 旬、
人
間
ド
ッ
ク

補
助
金
を
ア
ッ
プ

平成 4年 4月1日以降の受診から適用

t>1泊2日ドック 10，000円→15.000円
t>半日ドック 5.000円→ 7.500円

(対象は35歳以上のかた)

@平成4年3月31日ωまでに受診したかたは、

4月20日(月)までに必ず申請してください。4月

「成人病予防・早期発見・早期治療Jにより健康な

生活を送りま しょう。年1回は人間ドックぞ/

こん怠家族構成の場合には・..

それでは、どのくらい減税になるのか具体的に

計算してみましょう。ここでは夫婦、子ども 2人

の計4人家族 (事業所得額216万円、固定資産税額

10万円)をモデルに算出してみます。

ご存じのように国民健康保険税は、①加入者一

人ひとりの前年所得に税率をかけた所得割額、②

加入者の固定資産税に税率をかけた資産書lJ額、③

加入者一人につき年聞にかかる均等書IJ額、④一世

帯につき年間にかかる平等割額の、それぞれの合

計額となります。

-所得割額 基礎J空除額

〔改正前) (216万円一31万円)X7.4%=136，900問

〔改正後) (216万円一31万円)X7.2%=133.200円

o威税額3，700円)

-資産割額

〔改正前) 10方向X40%=40.000円

〔改正後) 10万問X37%=37.000問(減税額3，000円)

・均等割額

10.500円X4人=42，000円(t結え程き )

・予算割額

11. 000円Xl世帯=11，000円(据え澄き )

これらを合計した国民健康保険税額は、改正前

が229，900円、 改正後が223，200円でその差 6，700

円が減税となります。

助産費支給額24万円に引き上げ f

広義Fラj{~4. 4. 1 [10] 
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@地区会長 O地区副会長 (敬称略)

自治会名 自治会長名 世専務数 電話番号 自治会名 自治会長名 世帯数 電話番号
E音 入 望 月 頼長 580 喧~8039

神
上 i尺 中村祭助 270 軍I)3865

東
泉 田7 黒山一男 133 電]15766 。国 ヲ予 膏柳好女 290 @ 1028 
よ常国 関 延雄 400 @ 5752 )11 下 綴 山鴻繁弘 320 を量3795
中常国 宮沢通量彦 375 @ 0528 上 繍 山辺損害ー 240 を~4665
下常国 水沢国広 145 乏事1392 t田 山 竹鼻守 一 42 @ 1208 

部
。北常国 桜井啓蕃 379 篭手0430 伊勢山 赤岡敏雄 465 電1'9168。材 木町 手塚署手夫 580 @ 川67 。富 士 見 台 費量 イ't 五 208 乏I!5890

平
字宮 入 渋沢草壁春 121 @ 1444 住吉が丘 中ヰ寸 1専 i台 55 @ 8161 
爾天神田I 佐穂省 315 重量2463 神 神科新屋 竹ぬ一雄 181 1@ 3848 
泉 平 高橋正太 120 重量7186 聖子 すす f 木和義 205 @ 2636 

成
南 。北笑神田I 中沢 日13 352 吾妻1315 函 聖 子 竹 梅木 実 245 @ 7370 

松尾町 大石 i台 118 @ 2660 笹 井 小市修一 185 吾妻0285

4 
.医田7 高橋繁久 140 @ 0265 )11 I京 岡宮 得 童 家 88 @ 2896 

部
本田I 中沢雄一 150 @ 9144 岩 r'l 松 下 泉 260 重~7811。末 広 田T 片岡銭康 82 @ 2389 染 屋 筒角 1事縫 580 @8170 

年 大手町 王手塚弘 i禽 295 監カ7062 科 () 青色 f尺 'J、 本本 遅主 196 1(fi)40J6 
検 田I 成 i尺林吉 161 @ 0244 金 井 金井定男 345 @ 5160 

度 海聖子田T 古焔時金 233 歪量0470 大久保 六川軍事草壁 185 @ 0553 
中 原 国T 千野方立高 155 @ 1302 長 S議 木前編次 700 1@3935 

の 袋 llIJ 主是 強2 75 屯~ 1828 。金制寺 宮原光己 85 喧]19270
馬 場町 綱島久男 155 電~60 1 3 。 森 久保田 晃 51 @ 0901 。国 関T 前田孝雄 45 @ 3700 大 日 木 中 村 雄 62 笹予9250

新
央 丸 堀町 宮 j家長一郎 187 乏量3730 長 入 池図義男 25 1@45371 

木 四T 軍事見忠 f呆 170 @ 1400 宮之よ 宮下章 一 30 @ 03591 。北大手 依耳車販一 162 @ 9558 豊 小井田 籍山事予次 81 1@ 22511 。よ川原柳町 武舎直義 570 歪~5861 中吉田 高 里子 霊長裟徳 105 恒~3468 1

白
下 川 原 柳 町 大矢智久 112 132187 町吉田 国 中公雄 120 @ 01871 

1七 愛宕町 堀内繁一郎 250 @ 2219 v- カ、 吉見交夫 142 1@ 2991 
よ 鍛 冶 町 出聖子正次 72 @ 7723 4量五 -gAa a、 羽鳥勝義 220 ⑧ 3823 

治
鍛 冶町 阿部久夫 200 屯~02 1 9 下含困 丸山利徳 37 ⑧ 3202 
上房山 水野洋一 87 @ 0718 林之郷 滝沢英次 110 1~5359 
T .e害山 機尾智満 130 乏量6528 殿 下 銀E よ原哲夫 140 |吾T8008

~ 毛
将。 llIJ 小宮山 宇谷 55 唾~6836 岩清水 秋山星代 75 @ 9361 

昔日 。事庁 回 白井清 a 1，400 @ 2470 。矢 i尺 石原質助 130 @ 1909 
山 ロ 金井発失 250 @ 1248 赤 主反 関 栄 105 | 唾~0665

長
上紺屋町 石国 守 145 @ 5525 漆 P f呆 )11 i'曾 36 @ 0589 
下 車 甘 屋 町 一井 lE 懲 365 唾~6720

富士
下組 エ勝守彦 137 @ 5340 

鎌 原 治l i尺 事圭 210 医担447 。中 最温 西川i 好 雄 183 1@ 3570 
西 脇 西沢定ま佳 145 @ 6025 山 。奈良尾 塩入光雄 118 1@ 3264 

さ 西
新 田7 ，)、 寺本 7主 123 怪童塁807 平井寺 窪田主Il___ii芝 59 |⑧ 6216 

ん
領訪部 清水 一 郎 160 @ 6800 策 。鈴 子 i兵聖子文男 135 @ 4589 
生 喧車 山下道生 200 @ 0408 

塩
。石 キ申 宣言 l京 久 153 13>2726 。常望書田I 白鳥文彦 330 @ 8157 キ卯 i尺 宮原時術 102 ⑮ 5759 

で 緑が丘 成沢文雄 272 @ 1673 回 下之郷 永井昭雄 332 6事6137

部
新 E邑 久保恵司 420 逗~ 1 066 桜 岩崎主主ー 78 @8803 
緑 が 丘 北 竹内ー著書 396 乏~8886 下本郷 手塚兜吾 114 ~3576 

す 緑 が 丘 西 小林孝雄 280 @ 1325 東五 11日 主箆原徳悦 52 ~6656 。担I'X. オヒ 関 一雄 370 盈 1466 。五 方自 柄沢 功 630 @3755 
牧 片岡穂積 175 唾p2934 中 よ本郷 宮沢英 200 ~3732 

議訪形 窪田忠弘男 570 乏量1767 。中 聖子 小出昭一郎 250 @ 3940 
城 須 )11 手塚友情 34 <37510 上小島 土屋静雄 115 IC伶4103• 。中 ヰ寸 春原重見紛 420 重P7142 趨 下小島 柳沢稼雄 95 l重量6037。草月白ケ丘 井出傘失 250 @ 7924 f呆 聖子 石性敏朗 295 1@3093 

ー富子園I 宮本英男 185 @ 1173 学海南 宮下 敏 135 ー5672
下 御 E斤 芹 沢哲夫 750 金 日177 田 事車 国 福沢鎌時 137 ~3235 。中之条 西沢和夫 530 曜~3990 八木沢 馬主盤直樹 182 ~5616 

千 曲 田T エ 練武男 610 電}3595 i¥. 舞 服部年明 51 @2186 

塩
。革火 手目 中沢郁夫 600 @ 2538 学海北 高岡久章 163 愛書8776。上 塩尻 清水得一 463 |電量2053 十 人 武 田 陰 79 IO$6986 尻

下塩尻 山崎恭一 350 @ 6509 塩田新館T 山樋教友 134 1@5459 
上回 l寮 山浦ヨ壬司 263 @ 6802 

西
東前山 大沢次郎 163 1@4199 。)11 i22 llIJ 中村友昭 1，440 @ 5023 塩 。西前山 宮 沢 新 112 @4664 

)11 倉 チト 阿部幸男 540 |歪T6002
回
。手 塚 _j'_.t_ロ 亘差益 217 @6893 

辺
神 生田 寺崎 J忠造 490 乏き5028 山 回 方坂洋一 82 。6459
下之条 佐今木 雪色 420 @ 1798 里予 倉 曽 線 lE ~，窓 48 [事2415

泉
築 士也 龍聖子尚明 222 @ 4453 

沼戸j泉g 斤リ

分 去 中本作家 240 l島5251
東築地 羽田 猛 130 @ 2825 大 ~ 荒井四郎 95 [事2952

回 。半 i昼 石 井征夫 125 |唾g>4791 。R兜 内 竹内利次 160 sil2174 。干高 国 五味文夫 266 |唾P8906 。上 手 玉木昌雄 65 1@4624 
宅E金E 回 水出光夫 335 | 唾~8735 。f 古 図 水沢健全 219 1@2339 。大 屋 小林窓ー 650 G事0100 i司 瀬 2宮、本正夫 283 εi)2302 
苦圭 下 有賀今朝雄 223 ③ 0158 )11 2甫 野 右本本 i~ 次 232 W2201 

ネ申 下 青木 今井栄一 191 1@~286 越 戸 宣言 ・F三主夫 106 。2137
みすず台南 金 井吉久 258 直Wl621 藤之木 宮 J量秀男 92 W3097 
みすず台北 山崎弘芳 400 @ 2827 

西
。小泉 長谷川向賢 473 あ8660

よ青木 塩 沢主馬 230 ③ 1239 下室賀 宮崎昭雄 230 εi)3340 
)11 梅が丘 平山 潔 270 |唖~4 1 38 。よ 霊堂貿 近縁久雄 200 IOO2734 

久 イ 呆 寺 本 武者興四郎 281 |重量2588 ひばりケ丘 上原祐一 102 o!)2852 
黒 主平 中村 等 100 軍事25051

{刊} 広蔀ラ左足:'4.4.1 
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た
い
肥
が
簡
単
に

一

何
回一

一

シ

一

一

ン

一

一

列
上一

台
所
の
生
ご
み
を
た
い
肥

に
。
容
器
の
購
入
に
補
助

市
で
は
、
ご
み
減
ハ
凱
・再
資

源
化
対
策
事
業
の

一
環
と
し

て
、
台
所
か
ら
出
る
生
ご
み

を
た

い
肥
に
変
え
る
容
器
を

で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
主
ん

に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

容
器
購
入
に
対
す
る
補
助
制

度
を
、
四
月

一
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

各
家
庭
で
た
い
肥
に
変
え

る
容
器
を
使
用
し
て
い
た
だ

く
と
、
生
ご
み
の
う
ち
い
く

よ
ん
で
も
ご
み
と
し
て
処
理

す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
市

で
進
め
て
い
る
古
紙

・
布
類

の
資
源
回
収
に
加
え
、
か
な

り
の
減
量
効
果
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

一
方
、
家
庭
で
は
、
適
正

な
管
思
さ
え
で
き
れ
ば
、
よ

い
た
い
肥
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

マ
補
助
対

象

生

ご

み
た

い
肥
化
谷
器

(環
境
衛
生
や

耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
と
市

長
が
認
め
た
も
の
)
の
購
入

費

マ
補
助
率
購
入
目
の

二
分
の

一
(
限
度
額
三
千
円
)

マ
申
請

手

続

印

鑑

、

領

収
書

{谷
器
名
、
余
獄
、
購

入
庖
舗
名
な
ど
が
わ
か
る
も

の
)、
撮
込
口
座
を
用
意
し
て

生
活
環
境
課

(内
線

1
3
8

6
)
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

緑
化
の
推
進
・
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
助
成

快
適
で
住
み
良
い
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

「
ク

リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
回
」
事
業
。

市
で
は
こ
の
事
業
が
さ
ら

に
展
開
す
る
よ
う
自
治
会
、

商
工
会
な
ど
の
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
が
自
発
的
に
行
う
緑

化
推
進
事
業
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
事
業
な
ど
に
対
し

て
、
今
年
度
か
ら
次
に
よ
り

助
成
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
利
用
し
助
成

ヘ
一

あ
な
た
は

春
の
ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン

皆
さ
ん
、

誘
い
合
っ
て

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
/

マ
対
象
者

上
田
市
に
住
ん
で
い

る
か
、
勤
務
し
て
い
る
人
。
全
講
座

初
心
者
が
対
象

マ
と
こ
ろ

上
田

市
働
く
婦
人
の
家
(
材
木
町
一

l
文

化
セ
ン
タ
ー
南
隣
)

マ
受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

・
材
料

代
は
実
質
が
必
要

マ
申
し
込
み

四
月
十
八
日

ωよ
り
働
く
婦
人
の
家

へ
材
料
代
な
ど
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
時
間
は
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
五
時
ま
で
(
電
話
で
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
J

マ
問
い
合
わ
せ

働
く
婦
人
の
家

(
包
⑫

2
9
8
8
)

水
曜
日
定
休
)

講座募集内容

議 姉 定員 テキスト・材料費 内 全.，.関ヨ「

山浦 源子九 20 1，900円 4事室十緩みの基礎編
人

沓掛 八郎さん 25 4，900F9 
漢字 ・仮名の基礎と

実用文

酒井因子九 30 400円
リズムにあわせて鍵

康づ〈り

竹内あい子九 15 3，600円
なべつかみ、ポーチ、

手さげ

両角 節子九 15 2，600円 松'*'手まり 2ケ

トーー・スロッヲ
20 2，000円

発音からやさしい会
ウィッチeん 話まで

(裏千家}
20 3，100円 茶道の基礎知識

松井宗塁 九

岩崎敬子会ん 24 5，100円
短期間でできる料理
ーー-同1aJ=司ーロロロ

三井 孝尾九 25 2，000円 基礎と実用女

(装道)
30 1，200円

和般の知織と滞裟
福島 佳子九 普段着から外出着まで

(早月流)
25 8，600円 基本花型土屋孝子九

尾沼ヒデeん ;f，ピ一、アイリ ス、
村よロ貴;重台塵弓C~ ん 15 3，600円
因 子さん テッセン

金子 泰子九 15 300円
書く ことは楽 しい。

こう すれば書ける ! 

(12] 広報うえだ4.4.1
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〆を
希
望
す
る
団
体
は
、
企
画

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
。
av
 こ

れ
は
ふ
る
さ
と
創
生
一

億
円
事
業
に
、
市
か
ら
の
財

源
を
加
え
て
設
置
し
て
い
る

「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
回
」

基
金
を
活
用
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。

マ
補
助
対
象
事
業

①
緑

化
推
進
(
緑
花
木
、
花
の
植

栽
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
設

置
)
②
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
(
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・

ご
み
箱
、
空
き
缶
入
札
な
ど

の
設
置
)
③
最
観
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
(
ブ
ロ

ン
ズ
像

・

案
内
板
な
ど
の
設
置
)

マ

補
助
対
象
経
費

上
記
事
業

に
必
要
な
経
費
(
た
だ
し
、

事
務
的
経
費
、
用
地
取
得
賞
、

維
持
管
理
経
質
、
備
品
、
補

修
費
な
ど
は
除
く
)

マ
補

助
率

三
分
の
二
以
内

(限

度
額
五
十
万
円
)

マ
申
請

手
続
き

四
月
三
十
日
附
ま

で
に
企
聞
課
(
内
線
1
2
2

2
)

へ。

緑
の
羽
根
募
金
に
ご
協
力
を
/

4
月
1
日
制
j

5
月
引
日
目

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
2
月
届
け
出
分
・
敏
祢
略
〉

栗
林
ふ
み
を
下
室
賀
九
二

土
屋
一
忠
治
下
室
賀
八
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講 座 名 回数 時 間 曜日 日 手呈

手 編 み 10 
午後

月 5月11日一9月21日1 :30-3:30 

毛筆習字 10 11 水 5月68-9月16日

昼 ジ ャアよ体操 6 11 水 5月13日ー 7月22日

パッ チワーク 10 /1 木 5月 7日一10月 l日

て ま 5 11 土 5月9日一 7月4日

たのしい英会話 10 
午後

月 5月11日一 7月13日6:30 -7:30 

茶 道 10 
午後

月 5月11日- 9月14日6:10-8:00 

事ヰ 理 10 11 火 4月28日- 9月 |日

ペ ン 習 字 10 11 水 5月13日一 9月16日

夜

着 付 (t 10 11 木 5月 7日- 7月9日

生 (1 花 10 11 木 5月 7日一10月15日

フラワーデサ'イン 5 ノ/ 金 5月 8日一 7月 38

やさ しい文章教室 10 /1 金 5月 8日- 9月18日

春の婦人の家働〈
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仁
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梅
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広報うえだ4.4.1 [13] 



口
問
問
同
凹
今
回
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
「
暮
ら
し
の
コ
ー
ナ
ー
」
『
シ
リ
ー
ズ
/

ご
み
を
減
ら
そ
う
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休
ま
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
了
承
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だ
さ
い
。
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週間
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-
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か
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戸

籍
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岡
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{
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…
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引
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…
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…
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。
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滑
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…
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②
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八
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で
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1
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…
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マ
布
団
干
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マ
フ
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』
F
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ノ
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幻

燥

喰

唱

し

符

む
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時

く

V

1

る

描

⑧
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川
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一レ一

下
-
〉
と
一
フ
一

川
男

F
一マ
一
に

一庁一

と

4

三
性

E
N女

4月18日@ 午後1時30分
中央公民館3階大会議室

「生きること。考えること」と題して
上回女子短期大学教綬

印
鑑
、

(社)国際婦人教育振興会では、次

により募集しています。市では 2人

以内でl人10万円の補助金が出ます。

[>対象女性教育指導者 [>派遣

先 ①ハンガリ一、チェコスロパキ

ア②アメリカ(京都 ・南部)③アメ

リカ(回音s)、メキシコ④マ レーシア、

プルネイ [>問い合わせ 4月24日

胸までに厚生課婦人係(内線1607)。

募集要項が公民館、働く婦人の家に

もあります。
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一
マ
申
し
込
み
四
月
十
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日
制
ま
で

一

圃

5
月
5
日
こ
ど
毛
ま
つ
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・

…
に
観
光
課
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線
1
4
2
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圃
む
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ニ
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守
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五
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で
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十
一
回
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・
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一
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ま
つ
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ま
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。

…
園
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加

し

マ

み

ま

せ

ん

か

…

ヘ
実
行
委
員
会
で
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、
当
日
お
手
伝
い

…

県
歯
科
医
師
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と
お

…

一
を
し
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い
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だ
け
る
中
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・
高
校
生

…
り
募
集
し
て
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ま
す
。

…
の
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

…
マ
応
募
資
格

①
母
と
子
部
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l
…

…
マ
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・
し
込
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四
月
十
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日
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…
昨
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
に
三

…

…
に
背
少
年
課
(
内
線
1
7
3
2
)
へ

…
蔵
児
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児
と
母

…

一
親
②
高
齢
者
部
門

1
七
十
歳
以
上
で

一

圏
第
引
回
上
回
わ
っ
し
ょ

ν
…
自
分
の
歯
い
か
全
部
残
っ
て
い
る
人
(
治

…

圃

…
療
消
み
も
可
)

マ
応
募
期
限

四

…

圃

『

企

画

委

員

』

を

募

集

…

月
二
十
日
仰

マ
問
い
合
わ
せ

保

…

今
年
め
「上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
運

一
健
予
防
課
(
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線

事

l
へい

…
営
方
法
や
内
容
な
ど
を
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え
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企
画

…
1
3
7
9
)

「?
刊
刀

〆

i

-

…
委
員
を
あ
な
た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん

…

バ

白

夜
〆

一
か
。
年
齢
、
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。

…

1

/

ド

f匝「 閣 F圃 悶 関

4月12日(日)イベント広場開設式ほか

2 5月3日目)子どもの白イベント

3 6月7日目 工作広場

4 フ月5日目 上越フェアー

5 8月5日榊-78~菌 七夕まつり

6 9月13日田)敬老イベント・救急イベント

7 10J司25日目 実りの秋広場

まります.ノ海野町イベント広場始(主催者の都合により変更になる場合があります)

市 民会館 8⑫~】|

!文化会館 宮⑫0760】

臼/14 2 ) 
上小ニ飽

邦楽演奏会 10:30 無 料 協 4Ze2h E 

⑫9391 

19 宮下歓謡

{日)
歌謡発表会 10: 00 無 料

教⑫585室6 

23 保健補導員委嘱式 ・ 保 健

10:30 関係者 予 防 課
同 講演会 ⑫4100 

24 中 失

噛
ことぷき大学入学式 10: 00 

公@O民760館

24' 室内楽を楽しむ会
室内楽を

19: 00 会員券 楽しむ会
Eお弘中孝ピアノリサイタル ③0551 

26 
ピアノ発表会 13:30 無 料

密接出利子

但) ⑫7380 

29 ピクター・テクークス・ミュ
ージックフェスティバル 11: 00 無 料

附 1言趣センター大会

働/ 5 上小地区メーデー集会
よ小労遼

一 ⑮2772 

{/ S 
全国カラオケ指導協会

9: 10 無 料
宮下賢治

歌唱会 ⑩5856 

のもし催

|上回創造館 E⑩ 1111 t 

春
の
突
通
安
全
運
動
4
月
白
日
i
日
日

らないで・・・
平
成
四
年
に
入
り
、
交
通
死
亡
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
・
昨
年
一
年

間
で
死
亡
し
た
八
人
を
追
い
越
し
て

し
ま
い
そ
う
な
勢
い
で
す
。

交
通
ル
l
ル
を
守
る
こ
と
は
、
交

通
事
故
と
い
う

『
死
神
」
に
対
し
て

は
、
一
容
の
『
お
守
り
」
に
な
り
ま
す
@

あ
な
た
が
あ
な
た
の
家
庭
を
守
る
ベ

¥
ノ

・
上
回
に
も
今
月
、
室
内

集

記
J

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。
こ

踊

後

」
れ
で
一
年
じ
ゅ
・
7
、
季
節

(
や
天
気
に
関
係
な
く
水
に

親
し
め
る
。
健
康
面
を
考
え
た
設
備

も
充
実
。
し
か
も
、

平
日
は
夜
八
時

三
十
分
ま
で
利
用
で
き
る
の
で
、

「仕

事
帰
り
に
ち
ょ

っ
と
:・
」
と
い
う
こ

と
も
で
き
そ
う
だ
。
「プ
ー
ル
は
夏
に

行
く
ら
の
」
と
い
う
観
念
も
、
上
回

で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
。

自
分
で
も
な
ん
と
な
く
、
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

(
に
し
ざ
わ
) 4月23日には放置

自転車を搬去します

く
真
剣
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
問

ぃ
直
し
て
ほ
し
い
と
患
い
ま
す
。
あ

な
た
の
死
で
涙
す
る
人
を
も
う
こ
れ

以
上
つ
く
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

四
国
園
田
・

平
成
四
年
春
の
交
通
安
全
運
動
が

四
月
六
日
聞
か
ら
+
五
日
嗣
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
間
は
、
特
に
取
り

締
ま
り
、
交
通
安
全
指
導

・
広
報
な

ど
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
り
ま
す
.

回
闘
圃
・
・

四
月
二
十
三
日
制
に
は
、
通
行
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
る
駅
前
放
置
自
転

車
を
禍
撤
去
し
ま
す
。
心
当
た
り
の
か

た
は
、
至
急
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
自
転
車
は
、
住
所
、
氏
名
な

ど
を
記
入
し
、
か
ぎ
を
か
け
駐
輪
場

へ
置
い
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内

線

1
5
5
2
)

-
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
越
し
の
風
景
ば

か
り
見
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
歩

か
な
い
か
ら
視
野
が
杭
く
な
っ
た
。

そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
怖
い
こ
と
だ
。
道
端
の
草
む
ら

に
立
つ
道
祖
神
や
石
碑
、
土
手
に
隠

れ
る
よ
う
に
し
て
顔
を
出
し
て
い
る

花
々
な
ど
、
す
っ
か
り
見
落
と
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
効
率
や
結
果
だ
け

を
見
る
こ
と
は
手
っ
取
り
早
い
。
が
、

そ
の
プ

ロ
セ
ス

の
ほ
う
が
も
っ
と
大

切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
意
外
な
副

産
物
も
得
ら
れ
る
し
・:
。
(
せ
ま
)

E 
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女
性
労
働
者
の
定
着
繕
保
の

た
め
、
育
児
休
喋
制
度
を
湾

入
す
る
企
業
が
描
唱
え
て
い
る

みんなで考えよう

土地問題

仕
事
と
家
庭
の
調
和
図
り

よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
/

前
号
(
三
月
十
六
B
号
)
で
育
児
休
業

法
成
立
ま
で
の
経
過
と
法
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

こ
の
法
律
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
さ
れ
る
た

め
の
条
件
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

蹴
業
腕
則
に
盛
り
込
む
よ
う
指
碍

育
児
休
策
法
の
目
的
は
、
一
歳
未
満
の

子
を
養
育
す
る
男
女
労
働
者
が
育
児
休
業

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

育
児
休
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
す
る
た

め
、
育
児
休
業
法
で
は
、
事
業
主
に
育
兜

休
業
に
関
す
る
事
項
を
就
業
規
則
に
盛
り

込
む
と
と
を
義
務
付
け
、
『
容
業
主
が
講
ず

べ
き
償
還
に
関
す
る
指
針
』
を
告
示
し
て
、

労
働
者
に
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
お

お
む
ね
次
の
箔
置
を
取
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。

ー
、
育
児
休
業
中
の
待
遇
、
育
児
休
業
後

の
賃
金
、
配
置
、
そ
の
他
必
要
な
事
演
を

就
業
規
則
に
定
め
て
労
働
者
に
知
ら
せ
る

こ
と
。

2
、
原
則
と
し
て
、
休
業
に
入
る
前
の
機

場
に
復
帰
さ
せ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

3
、
育
児
休
業
を
取
っ
て
い
る
労
働
者
の

総
集
能
力
の
開
発
お
よ
び
向
上
な
ど
を
図

る
研
修
制
度
な
ど
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
。

4
、
労
働
者
が
働
き
な
が
ら
、

一
歳
未
満

か
ら
小
学
校
に
入
る
ま
で
子
宇
佐
輔世
帯
同
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
短
時
間
労
働
な
ど
の

条
什
益
備
に
配
慮
す
る
こ
と
。

と
れ
ら
を
で
き
る
だ
け
早
い
跨
期
に
就

業
規
則
に
盛
り
込
み
、
実
施
す
る
よ
う
事

業
主
に
求
め
て
い
ま
す。

労
使
の
制
圧
期
解
が
大
前
提
に
F
-

育
児
休
業
宇
佐
取
ろ
う
と
す
る
労
働
者
は
、

次
の
事
項
を
記
裁
し
た
休
業
申
出
書
を
事

業
主
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
育
児
休
業
が

土地基本法をご存じですか。

国土庁では4月を土地月間と

定め、土地基本法に定められ

た恭本理念の埋解と普及に努

めています。

土地についての基本的な考

え方は次のと おりです。

①土地については公共の福祉

が!憂先します。

②土地は適正に、計画に従っ

て利用されなければな 1)ませ

ん。

③土地を投機的な取引の対象

にしてはな 1)ません。

④土地の価値が道路・鉄道の

摂備や人口 ・産業の動jUJなど

によ って増加する場合は、そ

れによる利益に応じた適切な

負担が求められます。

取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
申
出
の
年
月
日
@
労
働
者
の
氏
名
③

子
ど
も
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
労
働
者
と

の
続
柄
@
休
業
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
初

日
と
末
日
、
な
ど
。

育
児
休
業
は

一
年
間
と
い
う
長
い
期
間

の
休
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
主
と
労

働
者
の
相
互
理
解
が
た
い
へ
ん
霊
要
な
要

素
と
な
り
ま
す
。
運
用
に
当
た
っ
て
は
、

双
方
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
話
し
合
い
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
男
女
の
家
庭
生
活
と
陣
刷
業

生
活
と
の
関
係
を
労
働
条
件
面
セ
盤
備
し

た
も
の
で
す
。

事
業
主
も
労
働
者
も
よ
り

よ
い
殿
場
環
績
づ
く
り
に
向
け
て
こ
の
法

律
の
遮
旨
を
生
か
し
ス
ム
ー
ズ
な
活
用
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ

労
政
課
(
内
線
1
4
1

1
)
、
長
野
婦
人
少
年
室
(
2
0
2
6
2@

7
8
1
7)
 

土地取引の前に届け出を

一定而梢以上の土地取引に

は届け出が必要です。上田市

は地仙の民悦区域に指定され、

小規模な土地取引でも届け出

が必要となります。詳しくは

企画課(内線1222)へ問い合

わせくださ L、。

子育て相談始まりま

a 
A ;iz 

相談内容=子育てに関する相談全般

(睡眠・食事・排i世・歩行・言葉・社会性・

情緒・心身の障害など)

市では、子育てに悩んでいるお母さんなどを対・象に

4月1日(水)から東部保育園保育センターで屯話などに

よる「子育て相談」を開設します。ご利用くださ L、。

じ〉ところ 東部保育国保育センター (常闇3) 1> 

相談員 保育センター専任相談民 1>相談専用電話

岱⑫3096 1>椙談日・時間 日服、休日、年末年始を

除く毎日。午前8時30分から午後7時30分(土曜日は

午後零時30分) 合⑮3096

[16) 7 広報うえだ4.4.
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